
本学では､ �月��日の ｢開学記念日｣ に近い月曜日の

チャペルを ｢創立記念礼拝｣ として行い､ 建学の精神を

想い起こしながら､ 創立者の先生方を記念しています｡

今年の ｢創立記念礼拝｣ は�月��日に行われ､ 短期大学
部学長・大学副学長の片桐多恵子先生が語ってください

ました｡ 先生は創立者のご家族でいらっしゃいます｡����������� �����������������������������������������������使徒言行録����
この聖句では､ 天使を通し

て神様が使徒フィリポに､ キ

リスト教を伝道するための道

を指示しています｡ そして

｢そこは寂しい道である｣ と

説明されていますが､ この言

葉には深い意味が込められて

います ｡ 英語訳では �������������となっています｡ 更にその道の先に
あるガザも荒れ果てたガザと呼ばれていた処なの

です｡ 人の姿もまばらな寂しい道を通って､ 行っ

た先も砂漠のように荒れ果てている場所では伝道

は困難を極めることが予想されます｡ 普通は選ば

ない道です｡ その道を歩めと神様は命令するので

す｡ 使徒フィリポは自分の知恵によらず､ すなお

に神様の命令に従います｡ これから先のことは全

く予想がつかないけれども､ 神様が全てを備えて

下さっていること信じて歩み出すのです｡ その時

の彼の心境は今日の賛美歌の歌詞にある通りだっ

たことでしょう｡

わが行くみち いついかに

なるべきかは つゆ知らねど

主はみこころ なしたまわん

そなえたもう 主のみちを

ふみて行かん ひとすじに (讃美歌��－���番)
これは学院の創立者片桐龍子先生の後継者であ

る片桐孝�たか�先生�短大創立者�の愛唱歌でもあ
りました｡ 今日は創立記念

礼拝ですので､ お二人の教

育に対する情熱とその根底

にある信仰｡ 人生観の一端

に触れたいと思います｡

龍子先生が目指したのは

｢世界平和｣ の実現でした｡

その基盤は女子教育にあり

まして､ そのために一生を捧げた人です｡ 子ども

を産み育てる女たちは戦いを好みません｡ 女性の

地位向上こそが平和への道であるとの信念から､

女学校を設立する一方で働く女性達のために講演

と著作活動にも力を入れました｡ 女性には教育は

必要ないと言われた時代です｡ 学ぶことに飢えて

いた女性たちは､ むさぼるようにその本を読み講

演を聴いたそうです｡

龍子先生は祈りの人であり決断と行動の人でし

た｡ 高校用の広い土地獲得のために毎朝毎晩座り

������ �������� ��� ((中中部部学学院院大大学学短短期期大大学学部部 学学長長))
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Ⅱ

���������
それはひとことの挨拶から始まりました｡ 短

期大学部のコラゾン加藤先生 (前教員) はフィリ

ピンの出身｡ ｢お里はご無事でしたか｣ 職員の声

にコラゾン先生は､ ｢私の生まれ故郷は直撃を免

れましたが､ 卒業した大学のあるパナイ島では多

くの友人が被災しました｣ と答えられ､ 支援でき

ることはないかとお尋ねしたところ､ 現地で支援

活動をしている友だちに連絡してみると言われま

した｡

数日後､ パナイ島イロイロ (レイテ島の西､ 西

ビサヤ諸島) に住む友だちと直接連絡がとれたと

のことで､ 具体的な救援物資の依頼がありました｡

今現地で必要なのは､ 夏物衣料､ 靴､ 洗剤・石け

ん､ 日持ちのする食糧とのこと｡ 直ちに中部学院

大学各務原キャンパスを中心に､ 学生・教職員､

図書館やラ・ルーラを利用される地域の方々､ 各

務原シティカレッジなどで呼びかけたところ､ わ

ずか数日のうちに､ 大量の支援物資とカンパが集

まりました｡��������������
各務原キャンパスでは､ 学生有志が集まって仕

分けと梱包作業を行いました｡ 東日本大震災支援

の経験から､ 現地で支援活動をする人の負担を考

込みまでして地主に懇願して手に入れた土地が､

戦後の農地改革により所有者が耕していないと没

収されることになりました｡ 彼女はなりふり構わ

ず悪臭漂う肥料をかつぎ､ 田畑を耕して土地を死

守したのでした｡ 誠心誠意頑張った結果はどうだっ

たでしょう｡ 後継者にと期待した一人息子は��
歳で病死し自分自身も占領国の方針により公職を

追放されました｡ 正に ｢寂しい道｣ を歩むことに

なり､ 思いがけず若き孝先生にバトンタッチされ

ます｡ それがキリスト教主義を基盤とする本学の

誕生と発展につながるのですから､ 神様のご計画

は人の知恵を遥かに超えています｡

孝先生も祈りと決断と行動の人でした｡ 日本は

第二次大戦に敗れ焼野原､ 学院も存亡の危機にあ

り､ 家庭においては父・次女・夫に相次いで先立

たれ悲しみのどん底にありました｡ そんな中で学

院の経営を託されたのです｡ ｢存在価値のある学

院であれば神様が助けて下さる｣ と信じて､ キリ

スト教を基盤に学校運営をする決意をします｡ 神

様に委ねる､ その委ね方は自分では何もしない他

力本願とは違います｡ 神様から使命を与えられて

いるのですから､ 人事を尽くして天命を待つとい

う委ね方です｡ 使命感を持って生きる人は誰もが

人一倍の努力家だと言われますが､ 孝先生もたゆ

まぬ努力の人でした｡

人生の終わりまで脳裏にあるのは学院のことで

あり､ 関係者や神様への感謝でした｡ この学院は､

クリスチャンか否かを問わず使命感に溢れる多く

の素晴らしい方々を与えられて､ ここまで発展し

てきたことへの感謝でした｡ キャンパスでは孝先

生寄贈のカリオンが､ 今日も又､ 私達にエールを

送るかのように鳴り響いています｡

��������������������
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Ⅲ

え､ すべて種類別・サイズ別に分け､ 濡れないよ

うにビニール袋に入れ､ それぞれ内容と数量を英

語で書いたラベルをつけて梱包しました｡ ��月��日､ ��月��日､ ��日の計�日間にわたる作
業で､ 海外輸送専用の特大段ボール箱��箱に詰
められた合計約�����の物資が､ パナイ島とセブ
島の�箇所の支援拠点に送り出されました｡����������������
外部の団体 ｢��プロジェクト｣ からも大きな
協力がありました｡ ｢��プロジェクト｣ は､ 東日
本大震災の復興支援や､ 福島の家族を受け入れて

岐阜県で行うサマーキャンプなどの活動を行って

いる���で､ 毎年､ 本学の学生が参加してきた
こともあって､ 緊密なおつきあいがあります｡ ��
プロジェクトは街頭募金を呼びかけて､ 総額��
万円を超える資金を集めてくださり､ 新品の下着､

懐中電灯､ 電池､ ろうそくなどを調達して届けて

くださったうえに､ 輸送費用も負担してください

ました｡������������
コラゾンさん､ そして支援物資を送って下さった

皆さん

巨大台風ヨランダは私たちの村をめちゃめちゃ

に破壊しました｡ 私たちは泣きくずれ､ この大災

害からどうやって生き延び､ 再び立ち上がること

ができるのだろうかと絶望的になりました｡ 村民

の多くは家屋を失い､ 衣類も穀物も､ わずかな貯

えもすべて流されてしまいました｡

けれども､ 世界中から多くの支援が寄せられま

した｡ あなたの大学からこんなに素晴らしい､ す

ぐに役に立つものが届けられるなんて思ってもみ

ませんでした｡ みなさんが送って下さった靴と服

は本当に助かりました｡ 実は一番必要な物なのに､

そういう個人的な物品を手配するのは､ どうして

も優先順位が最後になってしまうのです｡ 懐中電

灯と電池も有り難かった｡ 私たちの村は今も電気

が復旧していないのです｡ これらの品々は私たち

をほんとうに幸せな気持ちにしました｡

皆さんのあたたかい行動､ 私たちを心にかけて

下さっているという思いを受けとめて､ 私たちに

もまた立ち上がって前に進む強い気持ちがよみが

えってきました｡

言葉ではとても言いあらわせませんが､ 私たち

の感謝の気持ちをこめて｡

セブ島バンタヤン､ グイワノン村一同

｢被災地では保育士の流出が続き､ 子ども支援

の現場で支え手が不足している｣ と､ この春に岩

手県三陸沿岸を訪ねた共同研究者 (伊藤龍仁先生・

昨年度まで幼児教育学科所属) から聞いた｡ 首都

圏等の保育所待機児童対策で､ 保育人材確保先の

一つが東北地方に向けられているのである｡

これは､ 今日の子育て支援施策が､ 被災地では

｢逆機能｣ として作用をしている一例ともいえる

が､ 気がかりなのは､ 単に保育士の数が不足する

ということだけではない｡

私たちは､ ����年�月に初めてこの地域を訪
問し､ 子ども支援に携わる関係者一人ひとりに話

を伺った｡ その際､ 被災から半年を経過し､ 保育

士がその体験を語り継ごうとし始めていたことに

大きな感銘を受けた｡

津波で多くの建物が失われたこの地域では､ 救

�������������
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Ⅳ

えなかった命への悔恨が保育士それぞれの心に残っ

ていた｡ また､ 記録や写真なども含めてそれまで

の保育実践の積み重ねが消失し､ 自分自身被災者

である現実の中で､ 援助専門職としてのアイデン

ティティが大きく揺らいでいる様子だった｡

そうした中で､ ｢自分自身がその場にいた責任｣

として､ ｢どこかにそれを伝えなくてはいけない｣

という声が聞こえてきたのである｡ その時点では

保育士全体の大きな声とは言えず､ そのうちの何

人かが時間をかけて辿り着いたちょうどその時に

立ち会ったのだと思うが､ この地域で保育者とし

て生きる力を再構築する一歩になると感じられた｡

｢語ること・語り合うことが生きる力の糧にな

る｣､ それが子ども支援の現場で揺らいでいるの

ではないか｡ それに対して､ 私たちに出来ること

を見つけていきたい｡

������������ �������������� ������������
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今年度４月より本学院にお世話になることにな

りました｡ ミッション系の学校には初めての赴任

です｡ 私は理科教育に携わってきましたので､ 世

の中の全ては科学で説明できると確信してきまし

たし､ 今でもそう思っています｡ もちろん科学で

証明出来ないことはたくさんあります｡ そういう

ときに､ これは神様の仕業に違いないと考える人

がいますが､ 私はまだ科学で解明されてないだけ

で､ 時間がかかっても必ず解明できると信じてい

ます｡

そんな無神論者の私が最初に宗教委員を拝命し

たときは､ 正直 ｢なぜ､ 私が｣ という気持ちでし

た｡ しかし､ これも仕事の一つとあきらめて､ チャ

ペル・アワーに参加しました｡

県内有数のパイプオルガンによる前奏・賛美歌､

中身の深いスピーチ｡ これらを熱心に聞く学生た

ち｡ 何かと慌ただしい毎日の中で､ この��分間
が少しずつ私にとって癒しの時間となってきまし

た｡ 何度も聞く賛美歌は自然に口ずさめるように

なりました｡ 特にスピーチは､ 様々な講師の方々

が毎回心温まる話をしていただけます｡ 時として

日常生活の中でとげとげしい気持ちになる自分も､

このスピーチで優しい気持ちになれます｡ まさし

く ｢主イエスを信じなさい｡ そうすれば､ あなた

も家族も救われます｣ (使徒言行録�����) なの
です｡ そうです､ 神様は自分の中にいるのです｡

義務感で参加したチャペル・アワーも今では私の

大切なひとときになっています｡ もちろんチャペ

ル・アワーは皆勤です｡

あいさつをしなかった､ 物を横取りされた､ 些

細なことですぐにけんかがはじまる｡ いっぽうが

泣き出すと仲間が仲裁に入るが､ それが新たな火

種となり､ 全体がてんやわんやの大騒ぎになるこ

とも｡ 手を出した側は､ みんなに責められてしば

らくしょんぼり｡ それでも､ やがてあいさつをし

ながら歩み寄り､ ハグをすれば仲直り｡ お互いを

グルーミングし､ 追いかけっこやレスリングなど

������������������������ �� ��
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Ⅴ

の遊びが始まれば一安心｡ 遊びで気分がのってく

ると､ やがて楽しそうな笑い声が聞こえてくる｡

どこの学校の話かと思われたかもしれないが､

主語はチンパンジー､ 私の前任地､ 京都大学野生

動物研究センター熊本サンクチュアリの日常風景

だ｡ ��人あまりのチンパンジーのいる施設で�
年間過ごした｡ チンパンジーにはチンパンジー流

のさまざまな表情や音声､ しぐさがあり､ 知れば

知るほど､ かれらの社会がみえてくる｡ そこにあ

らわされる感情が､ うれしいね､ 悔しいね､ と自

然と共感できたのは､ ヒトとチンパンジーの心に､

共通する部分が多いからなのだろう｡

この施設のチンパンジーの多くは､ かつて医学

感染実験に使われた過去をもつ｡ 人の病気の治療

薬をつくるという名目でウイルスを注射され､ 狭

い檻に閉じ込められて試験薬の投与が繰り返され

た日々もあった｡ そうした医学感染実験がようや

く����年に禁止され､ かれらをひきうけてスター
トしたのがサンクチュアリだ｡ 現在は､ 飼育下の

限られた環境のなかで余生を豊かに過ごしてもら

うためのエンリッチメントの研究や､ 進化の隣人

であるチンパンジーをとおして､ わたしたちヒト

の心を理解するための認知・行動学的な研究がお

こなわれている｡

いつもチャペル・アワーの最後にみなさんとこ

の言葉を交わすたびに､ 熊本のかれらにも心から

届けたいと思っている｡ ���������������今日
も大きなけんかがなく､ たくさん笑って､ すこや

かに暮らせますように｡

看護学科が開設されて�ヶ月が過ぎ､ やっと中
部学院大学のキャンパスになじんできた感じがい

たします｡ 初夏の新緑に囲まれ､ そこに共存する

虫たちの ｢大きさや､ 多さ｣ に日々驚愕しながら

もその生命力の強さから自然界のパワーを毎日頂

いているそんな毎日を送っております｡ そんな毎

日の中で､ 私は､ 看護学科の学生の ｢キリスト教

概論｣ の授業や､ 賛美歌を口ずさみながらチャペ

ル・アワーに多数参加する姿をみると､ 宗教を学

び､ ふれあう時間があることは大変よいことであ

ると思っています｡

今や､ 看護の中で宗教について考えなければい

けない場面はたくさんあります｡ 病院には､ 外国

の方々も来院されます｡ 患者様の国で信仰してい

る宗教をリストアップして対応している病院もあ

ります｡ 以前､ ある看護師からイスラム教徒の産

婦に食事を出した際､ ポテト・サラダに入ってい

たハム (豚肉が主原料) が原因でトラブルになっ

たというエピソードを聞きました｡ そこにいた看

護師達は､ ハムがどのような意味をもつのか､ な

ぜそんなに怒られたのか理解できなかったといい

ます｡ しかし､ そのトラブルからイスラム教徒の

教えや､ 文化・習慣を学ぶ機会を設けて学び､ 患

者への理解を深めたそうです｡

また死を迎えようとする人々のケアを行う終末

期医療の場面では､ ｢宗教｣ による救済を必要と

する人々が必ず存在しており､ 看護師は､ 患者様

の礼拝などの信仰を行うことを支えることで､

｢死｣ への不安を看護しています｡

このように､ 医療現場において宗教にかかわる

看護の機会は増えています｡ 看護学生は､ 看護教

育の中で､ 患者様を理解する時には必ず身体的､

社会的な側面だけでなく､ 精神的な側面の理解も

必要であることを学びます｡ 特に ｢精神的な側面｣

には､ ｢信仰心｣ ということも含まれます｡ ｢信仰

心｣ という視点の理解は､ 日常的にキリスト教に

ふれる機会のある本学の看護学科の学生たちは自

然とできるのではないかと思います｡ 今後は､ こ

のすばらしい環境を生かし､ 患者様の信仰心を理

解することの大切さを学生に伝えられたらと思っ

ています｡
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